






日中活動支援事業部日中活動支援事業部

　令和５年５月に新型コロナの感染症法上の位
置づけが２類から５類に変更され、４年余りに
わたり停滞していた地域との交流イベントなど
が平時のように行われることを期待しました。
しかし、位置づけがいかに変わろうとも当然な
がらその感染力や毒性が変化したわけではなく、
むしろ社会全体の風潮が『アフターコロナ』に
シフトした分、感染対策に困難さを覚える１年
であったと感じます。とはいえ、いつまでも立
ち止まっているわけにもいきません。最大限の
注意を払いながら、理念の実現のために各事業
所が今できることを少しずつ進めてきました。
　コペルとアプリには日中一時支援事業を併設
しました。朝や夕方など生活介護の時間以外の
部分の利用ニーズに応えようとの思いから事業
化に至りましたが、親御さんの就労やきょうだ
いを含めた家族の都合などの際に、通いなれた
場所で過ごせることは利用者さん・ご家族の安
心につながるのではないかと思います。また、
同じくコペル・アプリでは、短期入所事業を
利用した宿泊体験も進めてきました。両事業所
の職員の協力のもと、利用者さんは家族と離れ
た生活のイメージづくりができ、職員は普段見
ることのできない利用者さんの日中活動以外の
１８時間を知ることができ、お互いに有意義な
体験となっているようです。
　八木山つどいの家では６年目となったゲスト
スピーカーをこれまでの東北工業大学に加え、
尚絅学院大学に広げて行いました。コロナ禍で
はオンラインによる開催を余儀なくされていま
したが、今年度は利用者さんと職員が直接おじゃ

まし、学生さんへの講義を受け持つことができ
ました。その後もゲストスピーカーからさらに
進めて利用者さん × 学生さんのアート作成や運
動会・バーベキューなど深い交流ができたこと
は喜ばしいことでした。
　若林障害者福祉センターではセンター開所以
来初の社会福祉士実習を受け入れることができ
ました。しょうがい福祉を学ぶ若い世代に生の
現場で学びを深めてもらい、将来のしょうがい
福祉を担う人材を育成する一翼を担うことの意
義は大きく、今後も継続して取り組んでいきた
いと考えています。
　仙台つどいの家では、web 開催を余儀なくさ
れていた実践報告会すてーじを、４年ぶりに会
場でゲストをお迎えして開催することができま
した。離れた全国各地の方にご覧いただける
web 開催の良さも感じながらも、やはり直接顔
を合わせられる喜びを久しぶりに実感できたの
でした。
　法人としては、元日に発生した能登半島地震
で被災した社会福祉法人佛子園の支援のため、
日中活動支援事業部を含むのべ６名の職員を１
月と３月に石川県に派遣しました。つどいの家
は東日本大震災の際に全国から多くの人的・物
的支援をいただきましたが、佛子園からも２名
の職員さんに２週間にわたって活動支援に入っ
ていただいた経緯もあり、地震直後からとても
心配していました。半島特有の地形が復旧作業
を困難にしており、現在も復興にはほど遠い状
況と伺います。今後も息の長い支援が必要だと
感じています。

日中活動支援事業部長　山口　収
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地域生活支援事業部地域生活支援事業部

短期入所 /日中一時支援事業
　新型コロナウイルスの法人内外の感染によ
る利用キャンセル、利用控え等は減少しまし
たが、事業所内が密になる環境を回避するた
め、利用定員を抑えるようにしました。日中
一時支援事業は月平均 70 件程度、短期入所事
業は月平均 25 件程度の利用がありました。短
期入所、日中一時支援事業の利用者は日々異
なり、利用者のしょうがい特性も様々なため、
職員の支援力アップが求められます。短期入
所を活用した宿泊体験や利用控えの減少等に
より利用実績は 45% 程増加しました。現在の
登録者数は 250 名程度（男性６割 , 女性４割）
でしょうがい支援区分は区分5,6が65%となっ
ています。ぴぼっと支倉「だいち」は、数年
前からぴぼっと支倉全体（保育所隣接）の大
規模改修工事が予定されていますが、今年度
も工事着工の目途が立たず改修工事の時期は
未定のままです。

居宅介護事業
　「ぺんたす」（移動支援）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、利用時間、場所
等に制限を設け実施していましたが、５月か
ら新型コロナウイルスの感染症法上の位置付
けが５類に移行したため、利用制限を緩和し
サービス提供を行いました。移動支援事業の
実績は、昨年度よりも利用控えの減少等によ
り利用実績が 40% 程増加しました。今年度よ
りガイドヘルパー養成講座を開講し（年４回）、
30 名程の学生が受講し、その半数がガイドヘ
ルパーとしてしょうがいのある方の外出をサ
ポートしています。「ぴぼっと」（グループホー
ムにおける居宅介護）では、日々のヘルパー
記録（報告書）の活用によりグループホーム
で居宅介護を担うヘルパーと情報共有を図り
ました。また、「ぺんたす」「ぴぼっと」とも
に毎月ヘルパー連絡会を実施しました。

指定相談・委託相談
　相談支援事業（計画相談 /委託相談）は、しょ
うがい種別を超えた対応が求められ、ケース
によっては担当を二人体制とすることで、複
雑な背景のあるケースでも相談員が一人で悩
まず、継続した支援ができるように努めまし
た。相談員は個別ケースを担当するだけでは
なく、区自立支援協議会の部会や法定研修の
演習、実習の対応等、他機関と連携し相談支
援体制の整備に取り組みました。今年度はぴ

ぼっと支倉「とびら」、ピボット若林「くれよん」
合同で 9 月～ 11 月にかけて県内外数ケ所の事
業所を視察する機会を設け、研修報告会を実
施しました。「くれよん」では、社会福祉士養
成校からの社会福祉援助技術実習生を受け入
れ、福祉の将来を担う人材育成に努めました。
市から委託されている委託相談事業において
は、第二種社会福祉事業から外され、消費税
非課税事業ではないとされ、課税分の支払い
が生じました。

福祉有償運送事業
　法人内ではぴぼっと南光台（すてっぷ・は
うす）で実施しています。登録者数は８名で
福祉有償運送に代わるサービスを利用するこ
とが難しいため、個別に対応しています。今
年度の福祉有償運送事業の運行回数は７件、
主な利用目的は通所先への利用でした。

共同生活援助事業
　５月から新型コロナウイルスの感染症法上
の位置付けが 5 類に移行し、行動制限のない
季節性インフルエンザと同等の取扱いとなり
ましたが、入居者の方は感染した場合、重症
化するリスクが高く、また感染予防のための
マスク着用が難しいこと等から、入居者、職
員ともにこれまで通りの感染対策を継続しま
した。令和６年１月末～３月にかけて３箇所
のグループホームで合計 8 名の入居者が感染
し、療養期間中はグループホーム内でゾーニ
ング（生活空間の区分け）を行いました。12
月には１名の新たな入居者を迎え、入居にあ
たり仙台市の補助金（「強度行動しょうがい者
受入グループホーム改修費等補助金」）を活用
し、トイレ、廊下等を改修し環境整備を図り
ました。

地域社会とのネットワーク
　３箇所のサポートセンターではそれぞれの
エリア（泉区南光台、青葉区支倉、若林区遠
見塚）で、地域における公益的な取り組みを
行いました。ぴぼっと南光台では地域の清掃
活動に取り組みました。近隣の公園では秋に
なると大量の落ち葉が集まるため、落ち葉拾
いを行いました。ぴぼっと支倉では隣接する
福祉事業所等とともにサロン活動（親子ビク
ス）を企画しました。ピボット若林では「と
り＋かえっこ」（使わなくなったおもちゃを交
換するゲーム）を行い、地域の小学生の子ど
もたちと交流をもちました。次年度もそれぞ
れのエリアで地域社会とのネットワークを大
切にしていきたいと思います。

地域生活支援事業部長　飯田克也
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きょうだい支援プロジェクトきょうだい支援プロジェクト

　つどい第 37 号において「きょうだい支援プ
ロジェクト始動！」の特集記事を掲載いたし
ました。当法人では地域における公益的取り
組みの一環として、一昨年度より総務部が中
心となり諸準備を重ねてまいりましたが、令
和６年２月にはキックオフミーティング、同
年４月には初のきょうだい会を開催し、大き
な１歩を踏み出すことができました。
　令和５年度はワークショップ（勉強会）を
毎月開催し、県内の各大学、町内会等に出向
いてのパートナー（協働ボランティア）募集
や研修会への参加、各種チラシ配り等、広報
活動を行なってまいりました。そして令和６
年２月にはパートナーさん同士の初顔合わせ
となるキックオフミーティングを開催し、当
日は学生さん、民生委員さん、町内会長さん
等 15 名の方々にご参加いただき、今後の活動

の確認や座談会を行ないました。さらに年度
は跨ぎましたが、４月には第１回きょうだい
会として「お花見 & たこやきパーティー」を
開催し、きょうだいさん（園児１名、小学生
４名、高校生１名）、パートナーさん（学生４名、
一般１名）にご参加いただきました。きょう
だいさん同士もパートナーさんとも、皆すぐ
に打ち解け、一緒に笑顔で過ごしていたのが
とても印象的でした。
　さて、令和６年度は、継続してニーズの掘
り起こしやパートナーづくりを行ないながら、
毎月のきょうだい会や事務局定例会、隔月の
パートナー定例会、さらには親子イベントや
視察研修、パートナー勉強会も予定しており

ます。資金面におきましても、助成金や企業
さま等から寄付金をいただくことができ、令
和６年度もプロジェクトに取り組んで行ける
目途が立っておりますが、今後も継続して活
動していくためには、人的にも、資金的にも
皆様方のお力添えが必要です。何卒ご協力の

ほどよろしくお願いいたします。
　きょうだいさんが、心身ともに健やかに成
長し、主体性を育みながら、夢や希望をもっ
て歩むことができるよう、今後も寄り添って
支援をしていきたいと思います。

総務部　早坂 智毅
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ガイドヘルパー養成講座ガイドヘルパー養成講座

　ガイドヘルパー養成講座を始めて１年が経
過しました。はじめは受講生が集まるか不安
でしたが、日頃よりお世話になっている大学
の先生方にご協力いただき、授業の中でガイ
ドヘルパーの説明をしたところ、多くの申し
込みをいただきました。講座は年間４回（６，
８，１０，１月）実施し、福祉系・教育系の
大学に通う 32 名の学生が受講し、そのうち
14名がガイドヘルパーの登録を希望され、しょ
うがいのある方の移動支援提供者になりまし
た。
　当初、ガイドヘルパー登録者は受講者の３
割（10 名 /32 名）を目標にしていましたが、
実際は 14名と目標を超える人数となり、「しょ
うがいのある方のサポートをしたい！」と強
い想いを持って受講していたことに感激しま
した。
　また、学生の気づきや柔軟な発想は、利用
者の楽しく充実した時間を過ごせるだけでな
く、私たち職員にとっても非常に勉強になり、
学生に負けじと努力する職員の姿をみて、と
ても良い刺激を受けていると感じました。
　ガイドヘルパーが新たに加わったことで、
これまで月１～２回の利用だった方が３～４
回使えるようになり、外出や社会参加の希望
に以前より応えられようになったことは大変
嬉しく思います。一方で男性のガイドヘルパー

の人数はまだ少なく、男性の利用者の外出希
望に沿えない状況が続いています。
　今後は福祉・教育系以外の大学や学生以外
の市民にも、しょうがい理解や啓発活動を行
いながら、しょうがいのある方の外出を支援
するガイドヘルパーが増えるよう、地域住民
や団体、企業など皆様のお力をお借りしなが
ら進めたいと思っております。
　しょうがいのある方の豊かで充実した地域
生活、自己実現へとつながるガイドヘルパー
養成講座、及び、しょうがい理解を広める活
動に対し、皆様からのご理解とご協力をいた
だけますと幸いです。

ぴぼっと南光台　三浦 郁美
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沢山の方々のご協力に心より感謝申し上げます。

総計 410 名様  18,329,125 円
　
《寄付者芳名の掲載について》匿名を希望された方及び掲載可否の不明な方は匿名とさせて

いただきましたので、何卒ご了承ください。

赤井澤　勝子　様
赤井澤　功子　様
浅野　昭子　様
安達　真衣　様
阿部　絢子　様
阿部　恵美子　様
阿部　信一郎　様
阿部　孝光　様
阿部　ちづ子　様
阿部　敏彦　様
阿部　敏行　様
阿部　はま子　様
阿部　美佐　様
阿部　悠紀子　様
阿部　洋子　様
阿部　芳久　様
粟野　このみ　様
粟野  広　様
安藤　冷子　様
安藤　一彦　様
飯野　雄彦　様
五十嵐　功　様
生江  哲夫　様
石井　知幸　様
石川　和雄　様
石川　隆太郎　様
石田　睦美　様
石道　敦　様
伊勢　孝一　様
磯　学　様
礒部　明子　様
板垣  正人　様
板橋　和也　様
一ノ瀬　和子　様
市橋　章子　様
稲木　俊夫　様
井上　博　様
稲邑　恭子　様
今井　香好　様
今井　澄夫　様
岩佐　加奈子　様
植松　亜佐　様
植松　和久　様
牛袋　昭宣　様
梅川　敬子　様
遠藤　克子　様
大内　恭子　様
大木島　隆　　　様
大越　裕光　様
大立目　紀子　様
大沼　悦子　様
大野　克彦　様
大村　武志　様
大山  眞一　様
大和田　尚子　様

大和田　素子　様
緒方　圭子　様
岡村　京子　様
小川　れい子　様
奥津　勇吾　様
奥野　陽子　様
奥山　慎一　様
尾崎　靖博　様
落合　文子　様
小野　真理子　様
小野寺　順子　様
小原　広樹　様
鏡　雅子　様
角田　スミ子　様
梶井  覚　様
梶野　正代　様
加藤　いつ子　様
加藤　敬子　様
加藤　幸子　様
加藤　義晃　様
上遠野　千秋　様
加納　愛美　様
河田　榮子　様
河田　年弘　様
川名　はつ子　様
川股　ちぐさ　　様
川村　裕子　様
菊池　由香利　様
木村　すげみ　様
木村　美矢子　様
工藤　祐一　様
久保野　恵美子　様
小池　祥子　様
コーエンズ　久美子
　様
後藤　啓二　様
後藤　富男　様
小林　　栄　様
斎　益生　様
斎藤　孝二　様
齋藤　秀夫　様
齊藤　まゆみ　様
坂川　母土子　様
坂田　晴弘　様
佐久間　クラ子　様
櫻井　幹郎　様
佐々木　栄子　様
佐々木　和弘　様
佐々木　健　様
佐々木　敏明　様
佐々木　敏宏　様
笹口　ひろ江　様
佐藤　篤　様
佐藤　和子　様
佐藤　清　様

佐藤　功一　様
佐藤　章一　様
佐藤　盛二　様
佐藤　卓　様
佐藤　時子　様
佐藤　宏　様
佐藤　浩　様
佐藤　博文　様
佐藤　広美　様
佐藤　三代子　様
佐藤　泰司　様
佐藤　由紀子　様
佐藤　由樹　様
佐藤　裕子　様
佐藤　由美子　様
佐藤　芳直　様
佐藤　吉久　様
佐藤　吉弘　様
品田　美紀子　様
篠崎　高宣　様
澁谷　嘉弘　様
島田　秀子　様
志村　勝夫　　　様
志村　鎮　様
下郡山　和子　様
下郡山　琢　様
下郡山　徹一　様
庄司　孝志　様
庄子　博　様
白鳥　美香子　様
菅井　幸子　様
菅原　和枝　様
菅原　明幸　様
杉山　早智　様
須佐　尚康　様
鈴木　昭博　様
鈴木　惠美子　様
鈴木　智子　様
関口　睦子　様
瀬上　由加里　様
早出　国隆　様
相馬　智子　様
髙嶋　邦明　様
高鳥　盛男　様
高橋　明子　様
髙橋　浩也　様
高橋　幸　様
髙橋　伸　様
髙橋　晋　様
髙橋　秀昭　様
髙橋　宏子　様
髙橋　みかわ　様
高橋　光雄　様
髙橋　豊　様
髙山　健　様

　令和５年度

　 寄 付 者 ご 芳 名 　　　
（令和５年 4 月 1 日～令和５年 3 月 31 日）

滝口　恵美　様
竹内　聡一　様
武田　幸雄　様
武山　弘子　様
多田　光志　様
橘　則光　様
田中　悦子　様
田中　総一郎　様
田中　紀子　様
丹野　栄子　様
丹野　つね子　様
反怖　高広　様
千葉　康平　　様
千葉　奈々子　様
千葉　信男　様
槻田　朗　様
槻田　晟　様
常田　拓　様
寺嶋　則夫　様
戸澤　慶子　様
富田　恭子　様
長池　文康　様
長岡　喜美子　様
長岡　恒有　様
永坂　恵子　様
中沢　正利　様
中村　友紀　様
中村　晴美　様
名越　しおり　様
並河　浩一　様
成川　みよ子　様
成田　すみれ　様
根本　晋一　様
芳賀　翅子　様
芳賀　英明　様
萩野谷　和裕　様
橋本　あや子　様
橋本  智　様
橋本　智子　様
長谷　眞澄　様
長谷川　礼子　様
畠山　伴子　様
羽生　宏義　様
馬場　光一　様
土生　福子　様
濱　宏一郎　様
早川　亜矢子　様
早川　正　様
早川　良子　様
畠山　典子　様
早坂　栄二　様
早坂　きみ子　様
早坂　美和子　様
早坂　保文　様
早坂　理理　様

　令和５年度

　 寄 付 者 ご 芳 名 　　　
（令和５年 4 月 1 日～令和６年 3 月 31 日）

林田　宥太　様
針持　哲郎　様
樋口　晟子　様
平田　真由美　様
平間　眞澄　様
副島　宏克　様
福地　眞　様
藤岡　正行　様
藤村　みどり　様
藤原　理恵　様
舟山　清人　様
星　幾代　様
星　仁　様
星野　光子　様
細井　実　様
堀　信子　様
堀江　順子　様
堀口　正博　様
本郷　廣也　様
本間　繁喜　様
前野　忠夫　様
松浦　功　様
松田　仁　様
松本　リツ子　様
丸山　政己　様
三浦　清正　様
三浦　重夫　様
三浦　真樹子　様
溝口　智子　様
皆川  信子　様
宮本　康志　様
村上　理香　様
茂手木　隆　様
森　静　様
門眞　咲枝　様
八鍬　龍義　様
安室　一雄　様
谷地森　涼子　様
山内　房生　様
山口　収　様
山口　賢江　様
山田　征司　様
山中　成基　様
山本　宏三　様
山本　哲也　様
横山　洋子　様
我妻　長子　様
若松　勝三　様
渡邊　　智　様
和田山　えり子　様

匿名　95名様

有限会社アド・フォート　様
株式会社アトマックス　様
株式会社阿部コンクリート工業　様
株式会社アルト　代表　古高亨　様
株式会社アルファス計装　様
イオンスーパーセンター株式会社

鈎取店　様
イオン東北株式会社

イオンスタイル仙台卸町店　様
イオン東北株式会社

イオン仙台幸町店　様
有限会社岩井紘子建築設計事務所　様
株式会社エアキング

ラーメン二郎仙台店　様
株式会社オンワード・マエノ　様
株式会社共栄防災　様
公益財団法人宮城厚生協会

若林クリニック　様

国分町味よし　氏家　剛　様
有限会社サンシン自動車　様
株式会社ジェイアイシー　様
株式会社ジェー・シー・アイ　様
株式会社七十七銀行　沖野支店　様
株式会社庄子専助商店　様
食事サービスふたばの会　様
一般財団法人白石庵敬神会　様
セブンイレブン萩野町２丁目店　様
一般社団法人仙台建設業協会　様
仙台市障害者総合支援ｾﾝﾀｰ　様
仙台市職員労働組合　様
仙台商工会議所　様
仙台地方自治研究センター　様
仙台つどいの家保護者会　様
伊達瓦せんべい本舗有限会社一茶　様
株式会社丹秀工務店　様
株式会社千葉出版印刷　様

つどいの家後援会　様
つどいの家連合保護者会　様
同事建設株式会社　様
遠見塚二丁目中央町内会　様
株式会社ハート総合企画　様
社会福祉法人聖坂学園オリブ工房　様
ブルームビルド株式会社

代表取締役　小関　朋宏　様
株式会社マルハチ　様
株式会社三晴産業　様
みやぎ生活協同組合　様
明光ビルサービス　様
一般社団法人MOTTO　様
八木山つどいの家保護者会　様
株式会社　八千代みやこがね本舗　様
宗教法人瀧澤寺　様
株式会社山田木材店　様
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